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全
中
社
研
会
報

　

大
会
主
題『
一
人
ひ
と
り
を

見
つ
め
、
と
も
に
学
ぶ
社
会
科

学
習
』
―
交
わ
る
・
つ
な
が

る
、
高
め
あ
う
―
の
も
と
、
第

四
十
六
回
全
国
中
学
校
社
会

科
教
育
研
究
大
会
を
、
平
成

二
十
五
年
十
一
月
七
日
・
八
日

に
、
大
阪
市
で
開
催
し
た
。
全

国
各
地
か
ら
、
第
一
日
目
約

六
百
名
、
第
二
日
目
約
七
百
名

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

【
第
一
日
目
・
全
体
会
】

会
場
・
ク
レ
オ
大
阪
中
央

●
開
会
式

　

齋
藤
博
志
全
中
社
研
会
長
、

紀
井
正
澄
大
阪
大
会
実
行
委
員

長
の
挨
拶
に
続
き
、
中
尾
敏
朗

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

視
学
官
、
坂
本
暢
章
大
阪
府
教

育
委
員
会
参
事
、
沢
田
和
夫
大

阪
市
教
育
委
員
会
・
大
阪
市
教

育
セ
ン
タ
ー
所
長
、
木
谷
博
堺

市
教
育
委
員
会
次
長
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
。

●
基
調
提
案

　

李
洪
俊
研
究
部
長
が
、
今
ま

で
の
研
究
の
流
れ
、
社
会
科
に

お
け
る「
協
同
的
な
学
び
」
と

は
、
そ
し
て
、
今
大
会
の
主
題

設
定
の
趣
旨
等
の
提
案
を
行

な
っ
た
。

●
記
念
講
演

　

学
習
院
大
学
教
授
・
東
京
大

学
名
誉
教
授
佐
藤
学
先
生
に
よ

る「
授
業
研
究
の
伝
統
と
革
新

〜
学
び
を
中
心
と
す
る
教
育
の

創
造
〜
」
と
題
し
た
ご
講
演
を

　

第
四
十
六
回
大
阪
大
会
を

十
一
月
七
日
・
八
日
に
、
延
べ

千
名
を
超
え
る
参
会
者
を
迎
え

て
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
十
九

年
の
近
畿
大
会
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た「
協
同
的
な
学
び
」
を

取
り
入
れ
た
授
業
を
通
し
て
、

生
徒
た
ち
の
学
び
を
い
か
に
保

障
す
る
か
と
い
う
研
究
活
動
の

成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。「
明

日
か
ら
の
授
業
に
使
え
る
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
生
徒
の
実
態
や
授
業
者

の
個
性
を
大
切
に
し
た
授
業
を

工
夫
し
た
つ
も
り
で
す
。
知
識

注
入
型
の
一
斉
授
業
か
ら
脱
却

　

今
年
度
の
大
阪
大
会
は
十
一

月
七
・
八
日
の
二
日
間
、
大
阪

府
大
阪
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
開
催
時
期
が
地
方
の

各
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
か
れ
ま
し
て

も
大
会
が
開
か
れ
る
十
一
月
で

し
た
が
、
全
国
か
ら
千
名
を
超

え
る
参
加
者
が
あ
り
、
大
変
盛

会
裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
大
会
運
営
に
当
た
ら

れ
ま
し
た
紀
井
正
澄
大
阪
大
会

実
行
委
員
長
を
は
じ
め
実
行
委

員
会
の
先
生
方（
大
阪
府
、
大

阪
市
、
堺
市
、
大
阪
教
育
大
学

附
属
中
学
校
三
校
の
先
生
方
＝

オ
ー
ル
大
阪
）
の
献
身
的
な
ご

努
力
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
申

す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
し

い
視
点
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

記
念
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た

佐
藤
学
先
生
の
以
下
の
発
言
は

非
常
に
示
唆
に
富
む
も
の
で
す
。

「
学
び
は
一
人
で
は
成
立
し
な
い
。

協
同
的
な
学
び
は
、
社
会
科
の

学
び
の
本
質
で
あ
る
。
協
同
的

な
学
び
の
要
諦
は
、
教
え
あ
い

で
は
な
く
学
び
あ
い
で
あ
る
。」

　

基
調
提
案
や
研
究
紀
要
・
資

料
は「
わ
か
り
や
す
い
」
と
い

う
こ
と
を
常
に
念
頭
に
お
い
て

作
成
し
、
研
究
協
議
も
公
開
授

業
と
同
様
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
全
員
が
発
言
す
る
と
い
う

形
式
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
三

分
野
と
も
活
発
な
意
見
交
流
が

行
わ
れ
、
予
想
以
上
の
盛
り
上

が
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。

　

研
究
大
会
は
大
変
な
労
力
を

要
し
ま
す
が
、
楽
し
む
こ
と
も

大
切
で
す
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば

大
会
終
了
と
と
も
に
活
動
は
衰

退
し
て
い
き
ま
す
。
大
会
翌
日
、

そ
れ
ま
で
苦
労
を
共
に
し
て

き
た
若
手
教
員
が「
大
阪
大
会
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。
」
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
全

国
大
会
は
絶
対
に
継
続
・
発
展

し
て
い
く
と
確
信
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
大
阪
大
会
の
開
催
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
中
社
研

の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

全
中
社
研
大
阪
大
会
を
振
り
返
っ
て

い
た
だ
い
た
。
今
大
会
は
、「
協

同
的
な
学
び
」
の
手
法
を
取
り

入
れ
た
授
業
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
き
て
お
り
、
そ
の
点
で
多
く

の
ご
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。

●
表
彰

　

全
中
社
研
に
貢
献
さ
れ
た
勇

退
者
へ
の
記
念
品
の
贈
呈
に
続

き
、
次
年
度
研
究
大
会
の
開
催

地
で
あ
る
滋
賀
県
か
ら
滋
賀
大

会
の
案
内
を
行
な
っ
た
。

【
第
二
日
目
午
前
・
公
開
授
業
】

会
場
・
大
阪
教
育
大
学
天
王
寺

キ
ャ
ン
パ
ス

●
公
開
授
業

○
地
理
的
分
野

　

川
口
由
美
子
教
諭
が「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
州
〜
Ｅ
Ｕ
に
暮
ら
す

人
々
〜
」、
祐
野
俊
樹
教
諭
が

「
転
換
期
を
む
か
え
る
近
畿
地

方
の
工
業
〜
『
自
転
車
』
を
例

に
〜
」の
授
業
を
行
な
っ
た
。

○
歴
史
的
分
野

　

板
橋
彰
教
諭
が「『
世
界
の

工
場
』
の
光
と
か
げ
〜
産
業
革

命
と
資
本
主
義
社
会
の
成
立

〜
」、
飯
島
知
明
教
諭
が「
不
平

士
族
と
西
南
戦
争
」
の
授
業
を

行
な
っ
た
。

○
公
民
的
分
野

　

辻
純
也
教
諭
が「
も
っ
と
え

え
ま
ち
一
緒
に
つ
く
ろ
う
や

〜
住
民
参
加
の
拡
大
〜
」、
浅

野
哲
司
教
諭
が「
こ
れ
、
な
ん

ぼ
？
〜
価
格
の
決
ま
り
方
〜
」

の
授
業
を
行
な
っ
た
。

【
第
二
日
目
午
後
・
分
野
別
研

究
協
議
、
研
究
発
表
】

●
研
究
協
議

○
地
理
的
分
野

　

柴
田
邦
浩
副
委
員
長
が
分

野
別
提
案
を
行
な
い
、
討
議
後
、

大
阪
教
育
大
学
名
誉
教
授
木
下

百
合
子
先
生
か
ら
、
ご
指
導
を

い
た
だ
い
た
。

○
歴
史
的
分
野

　

中
村
憲
司
副
委
員
長
が
分
野

別
提
案
を
行
な
い
、
討
議
後
、

池
田
市
教
育
委
員
会
丹
松
美
代

志
先
生
か
ら
、
ご
指
導
を
い
た

だ
い
た
。

○
公
民
的
分
野

　

山
中
延
宏
委
員
長
が
分
野
別

提
案
を
行
な
い
、
討
議
後
、
大

阪
教
育
大
学
教
授
手
取
義
宏
先

生
か
ら
、
ご
指
導
を
い
た
だ
い

た
。

●
研
究
発
表

○
地
理
的
分
野

　

岐
阜
市
立
東
長
良
中
学
校
今

西
祥
幾
教
諭
が
研
究
発
表
を
行

な
っ
た
。
そ
の
後
、
濵
野
清
文

部
科
学
省
教
科
調
査
官
よ
り
ご

講
評
を
い
た
だ
い
た
。

○
歴
史
的
分
野

　

彦
根
市
立
稲
枝
中
学
校
久
保

田
重
幸
教
諭
が
研
究
発
表
を
行

な
っ
た
。
そ
の
後
、
中
尾
敏
朗

文
部
科
学
省
視
学
官
よ
り
ご
講

評
を
い
た
だ
い
た
。

○
公
民
的
分
野

　

小
金
井
市
立
小
金
井
第
二
中

学
校
藤
田
琢
治
教
諭
が
研
究
発

表
を
行
な
っ
た
。
そ
の
後
、
樋

口
雅
夫
文
部
科
学
省
教
科
調
査

官
よ
り
ご
講
評
を
い
た
だ
い
た
。

大
阪
大
会
実
行
委
員
会

　

事
務
局
長　

文
田　

英
之

（
大
阪
市
立
本
庄
中
学
校
長
）

　

全
中
社
研
大
阪
大
会
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　
　

大
阪
大
会
実
行
委
員
長

（
大
阪
市
立
南
中
学
校
長
）　

紀　

井　

正　

澄

　

全
中
社
研
大
阪
大
会
を
終
え
て

全
国
中
学
校
社
会
科
教
育
研
究
会
会
長

（
東
京
都
八
王
子
市
立
み
な
み
野
中
学
校
長
）　

齋　

藤　

博　

志

し
上
げ
ま
す
。

　

大
阪
大
会
の
研
究
主
題「
一

人
ひ
と
り
を
見
つ
め
、
と
も
に

学
ぶ
社
会
科
学
習
」
の
も
と
に

こ
れ
ま
で
研
究
実
践
し
て
き

た「
協
同
的
な
学
び
」
を
さ
ら

に
充
実
・
深
化
さ
せ
、
生
徒
の

学
び
合
い
を
い
か
に
保
障
し
て

い
く
か
の
研
究
成
果
を
発
表
し
、

こ
れ
ら
の
社
会
科
授
業
、
特
に

言
語
活
動
を
充
実
さ
せ
る
授
業

の
在
り
方
に
つ
い
て
実
践
が

な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

研
究
協
議
で
は
、
公
開
授
業
と

同
様
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
参

会
者
全
員
が
活
発
な
意
見
交
流

が
な
さ
れ
、
研
究
成
果
の
共
有

化
が
図
れ
た
こ
と
は
、
今
後
の

大
会
の
モ
デ
ル
と
な
る
で
し
ょ

う
。
大
会
記
念
講
演
は
、
東
京

大
学
名
誉
教
授
の
佐
藤 

学
先

生
に「
授
業
研
究
の
伝
統
と
革

新
」
と
題
し
て
、
社
会
科
授
業

の
在
り
方
に
つ
い
て
多
く
の
示

唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
若
手
教
師
の
育
成
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

大
会
で
は
、
授
業
者
を
含
め
若

い
先
生
方
が
様
々
な
場
面
で
活

躍
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
頼
も
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

次
年
度
の
第
四
十
七
回
は
滋

賀
大
会
で
す
。
滋
賀
県
中
学
校

教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
の
先

生
方
の
ご
研
究
に
ご
期
待
申
し

上
げ
、
報
告
と
い
た
し
ま
す
。
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全
中
社
研
「
冬
季
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
３
」

第
89
回
理
事
会

　

全
中
社
研
と
関
ブ
ロ
中
社
研

共
催
の
冬
季
セ
ミ
ナ
ー
は
、
平

成
25
年
12
月
26
日
に
東
京
都
文

京
区
立
茗
台
中
学
校
で
、
約
50

名
の
参
加
者
を
も
っ
て
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
年
末
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
多
く
の
先
生
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
熱
気
あ
ふ
れ

る
会
と
な
り
ま
し
た
。
講
師
か

ら
は
、
①「
習
近
平
体
制
」と
は　

②
包
囲
さ
れ
る
党
〜
目
覚
め
た

民
衆　

③
民
主
化
要
求
の
声　

④
揺
ら
ぐ
成
長
モ
デ
ル　

⑤
中

国
と
ど
う
つ
き
あ
う
か　

と
い

う
構
成
で
講
演
が
あ
り
、
中
国

版T
w
itter

「
ウ
ェ
イ
ボ
ー
」に

掲
載
さ
れ
た
写
真
な
ど
も
提
示

さ
れ
、
興
味
深
く
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
社

会
科
学
習
指
導
に
大
い
に
参
考

に
な
る
内
容
で
し
た
。

⑴ 

日
時 

平
成
25
年
12
月
26
日
㈭

午
後
2
時
30
分
〜

⑵ 

会
場 

東
京
都
文
京
区
立

 

茗
台
中
学
校

⑶ 

講
演 『
激
動
す
る
中
国
社
会
と

日
中
関
係
の
ゆ
く
え
』

講　

師　

神
田
外
語
大
学
教
授

興
梠　

一
郎
先
生

　

全
国
大
会
初
日
の
全
体
会
終

了
後
、
第
89
回
全
中
社
研
大
阪

理
事
会
が
61
名
の
理
事
の
皆
様

の
参
加
を
得
て
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
下
川
孝
廣
副
会
長（
九

州
）
の
開
会
の
挨
拶
の
あ
と
、

齋
藤
博
志
会
長
の
挨
拶
、
紀
井

正
澄
実
行
委
員
長
の
挨
拶
、
安

田
和
文
前
香
川
大
会
副
実
行
委

員
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
事
務
局
長
か
ら
第
88

回
滋
賀
理
事
会
の
内
容
と
髙
田

満
彦
滋
賀
県
会
長
か
ら
次
年
度

全
国
大
会
開
催
に
向
け
て
の
取

組
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
議
事

と
し
て
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
資
料
集
の
全

中
社
研
の
監
修
等
と
会
報
の
発

行
方
法
等
の
変
更
に
つ
い
て
の

二
点
が
会
長
・
事
務
局
よ
り
提

案
が
あ
り
、了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
と
し
て
、
次
回
理
事

会
開
催
地
の
小
野
木
卓
岐
阜
県

会
長
よ
り
、
平
成
26
年
7
月
5

日
㈯
に「
岐
阜
都
ホ
テ
ル（
岐

阜
県
岐
阜
市
）」
で
行
う
こ
と

と
、
事
務
局
よ
り「
冬
季
セ
ミ

ナ
ー
２
０
１
３
」
の
開
催
要
項

が
提
案
が
あ
り
了
承
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
榎
登
志
裕
副
会
長

（
関
甲
信
）
の
言
葉
に
よ
り
閉

会
い
た
し
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

今
号
は
、
十
一
月
に
大
阪

府
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会

の
報
告
を
中
心
に
構
成
し
ま

し
た
。
現
場
で
使
え
る
研
究

発
表
を
通
し
て
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
大
変
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
年
度
末
の

ご
多
用
の
中
、
原
稿
を
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
に
改
め
て

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
平
和
の

維
持
が
東
ア
ジ
ア
の
繁
栄
に

つ
な
が
る
事
を
再
確
認
で
き

ま
し
た
。

広
報
部
次
長　

大
瀧　

訓
久

●
指
導
助
言

丹
松
美
代
志
氏

（
池
田
市
教
育
委
員
会

教
育
課
題
研
究
推
進
員
）

　

社
会
科
で
は
協
同
的
な
学
び

で
ど
の
生
徒
に
も
市
民
性（
シ

チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
）
を
培
う
学
び

を
保
障
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
と
り
わ
け
、
授
業
づ
く
り

に
お
い
て
課
題
と
資
料
が
決
め

手
で
あ
り
、
事
実
に
基
づ
く
問

題
解
決
学
習
を
構
成
す
る
と
と

も
に「
自
分
の
生
き
方
と
結
び

付
け
る
」
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
と
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。

●
講
師
講
評

中
尾
敏
朗
氏

（
文
部
科
学
省

初
等
中
等
教
育
局
視
学
官
）

歴
史
的
分
野
の
実
践
研
究
に
お

い
て
は
、
思
考
力
や
近
現
代
を

重
視
し
て
い
る
点
で
、
学
習
指

導
要
領
の
趣
旨
を
よ
く
く
み

取
っ
て
い
る
と
講
評
し
て
い
た

だ
い
た
。
た
だ
し
、「
主
体
的
な

学
習
」「
基
礎
的
・
基
本
的
」等
、

言
葉
を
き
ち
ん
と
定
義
し
、
よ

く
吟
味
し
た
上
で
研
究
を
進
め

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘

し
て
い
た
だ
い
た
。

公
民
的
分
野
発
表
報
告

●
分
野
別
提
案

○
提
案
者

山
中
延
宏
教
諭

（
大
阪
市
立
大
和
川
中
学
校
）

　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
を
踏

ま
え
つ
つ
、
大
会
主
題
の
も
と
、

研
究
の
方
向
性
を「
多
面
的
・

多
角
的
な
見
方
や
考
え
方
の
育

成
と
自
分
の
考
え
を
論
述
す
る

言
語
能
力
の
充
実
」
を
目
指
し
、

研
究
を
進
め
た
。

　

公
民
的
分
野
で
は
、
日
常
生

活
に
結
び
つ
け
た
学
習
課
題
を

設
定
し
て
社
会
の
し
く
み
を
理

解
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
、

聞
き
な
れ
た「
用
語
」
が
多
い

割
に
は
、
そ
の
意
味
を
正
確
に

理
解
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い

面
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
と
り

あ
げ
る
教
材
と
課
題
の
設
定
に

ポ
イ
ン
ト
を
お
い
て
研
究
を
進

め
て
い
っ
た

●
公
開
授
業
Ⅰ

○
題
材
名

「
も
っ
と
え
え
ま
ち
一
緒
に
つ
く

ろ
う
や
〜
住
民
参
加
の
拡
大
〜
」

○
授
業
者

辻
純
也
首
席

（
大
阪
市
立
歌
島
中
学
校
）

地
元
の「
大
野
川
緑
陰
道
路
」

が
建
設
さ
れ
た
い
き
さ
つ
や
住

民
の
願
い
を
知
り
、
今
後
の
あ

り
か
た
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
た
。

「
対
立
と
合
意
」
の
視
点
も
取

り
入
れ
、
様
々
な
立
場
か
ら
、

住
民
と
し
て
進
ん
で
地
域
社
会

や
政
治
に
か
か
わ
っ
て
い
こ
う

と
す
る
意
識
を
高
め
さ
せ
た
。

ま
た
、
西
淀
川
区
の
副
区
長
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
行
政
担

当
者
と
し
て
の
意
見
を
述
べ
て

い
た
だ
い
た
。

●
公
開
授
業
Ⅱ

○
題
材
名

「
こ
れ
、
な
ん
ぼ
？
〜
価
格
の

決
ま
り
方
〜
」

○
授
業
者

浅
野
哲
司
教
諭

（
寝
屋
川
市
立
第
十
中
学
校
）

　

需
要
と
供
給
の
関
係
以
外
に
、

ど
の
よ
う
な
価
格
の
決
定
要
因

が
あ
る
か
に
つ
い
て
考
察
さ
せ

た
。
大
阪
に
本
社
の
あ
る
企
業

が
製
造
す
る「
ボ
デ
ィ
ー
ペ
ー

パ
ー
」
を
教
材
に
取
り
上
げ
た
。

グ
ラ
フ
資
料
や
企
業
の「
お
役

立
ち
情
報
」を
も
と
に
、「
き
ゅ

う
り
は
月
に
よ
っ
て
価
格
が
変

わ
る
が
、
な
ぜ
ボ
デ
ィ
ー
ペ
ー

パ
ー
は
出
荷
量
が
変
わ
る
の
に
、

価
格
が
変
化
し
な
い
の
か
」
に

つ
い
て
考
え
を
深
め
さ
せ
た
。

●
研
究
発
表

藤
田
琢
治
教
諭

（
小
金
井
市
立
小
金
井
第
二
中
学
校
）

「「
対
立
」
と「
合
意
」、「
効
率
」

と「
公
正
」
の
概
念
の
習
得
と

活
用
を
目
指
し
た
活
動
型
授
業

の
研
究

　
「
対
立
と
合
意
」、「
効
率
と

公
正
」
に
関
す
る
概
念
を
理
解

さ
せ
る
と
と
も
に
評
価
規
準

を
検
討
し
て
い
る
。
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
生
徒
の
思
考
や
知
識
を
深

め
さ
せ
る
事
例
が
提
案
さ
れ
た
。

●
指
導
助
言

手
取
義
宏
氏

（
大
阪
教
育
大
学
教
授
）

「
地
方
自
治
や
経
済
と
い
う
生

徒
に
と
っ
て
分
か
り
に
く
い
単

元
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

身
近
な
教
材
を
取
り
上
げ
る
こ

と
で
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
興

味
・
関
心
を
持
っ
て
取
り
組
み
、

学
び
あ
い
を
行
っ
て
い
た
。
」

と
の
指
導
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

●
講
師
講
評

樋
口
雅
夫
氏

（
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育

局
教
育
課
程
課
教
科
調
査
官
）

「
学
習
指
導
要
領
・
社
会
科
の

着
実
な
実
施
に
向
け
て
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
を
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
今
大
会
の
研
究

提
案
、
公
開
授
業
、
研
究
協
議
、

評
価
に
関
す
る
考
え
方
な
ど
が

学
習
指
導
要
領
の
目
指
し
て
い

る
も
の
と
合
致
し
、
非
常
に
意

義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
の
講

評
を
い
た
だ
い
た
。

三
分
野
の
研
究
協
議
に
つ
い
て

　

ど
の
分
野
も
研
究
協
議
は
８

〜
10
人
の
グ
ル
ー
プ
単
位
で

行
っ
た
。

　

授
業
内
容
を
中
心
と
し
た
研

究
協
議
で
は
な
く
、
授
業
の
中

で
生
徒
が
ど
の
よ
う
に
活
動
し

何
を
学
ん
で
い
る
か
と
い
う
こ

と
を
軸
に
話
し
合
っ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
内
で
参
加
者
の
ほ

ぼ
全
員
か
ら
意
見
や
感
想
を
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

大
変
活
発
で
有
意
義
な
研
究
協

議
の
場
と
な
っ
た
。

　
「
協
同
的
な
学
び
」を
生
か
し

た
授
業
構
成
に
関
し
て
、「
教

師
が
も
っ
と
主
導
権
を
発
揮
し
、

リ
ー
ド
す
べ
き
で
は
な
い
か
」

と
い
う
声
が
あ
っ
た
が
、「
一
斉

授
業
で
あ
れ
ば
取
り
残
さ
れ
て

し
ま
い
か
ね
な
い
生
徒
た
ち
が
、

一
生
懸
命
授
業
に
参
加
す
る
姿

が
見
受
け
ら
れ
た
」
と
の
感
想

が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
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記
念
講
演　
学
習
院
大
学
教
授
・
東
京
大
学
名
誉
教
授

　

佐
藤　

学
先
生

授
業
研
究
の
伝
統
と
革
新
〜
学
び
を
中
心
と
す
る
教
育
の
創
造
〜

【
講
演
要
旨
】

21
世
紀
の
社
会
と
教
育

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
科
授
業
は
、

①
知
識
基
盤
社
会
、
②
多
文
化

共
生
社
会
、
③
格
差
リ
ス
ク
社

会
、
④
成
熟
し
た
市
民
社
会
、

の
４
つ
の
社
会
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
先
進
諸
国
の

教
育
改
革
は
す
で
に
「
質
と
平

等
」
の
同
時
追
究
を
す
る
方
向

に
向
か
っ
て
い
る
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
型
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型

へ
、
授
業
ス
タ
イ
ル
も
協
同
的

な
学
び
へ
と
変
わ
る
。
そ
れ
と

と
も
に
教
師
の
役
割
も
、
教
え

の
専
門
家
か
ら
学
び
の
専
門
家

に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

世
界
の
教
室
は
、
も
は
や
黒

板
を
使
う
の
で
は
な
く
、
男
女

４
人
班
の
グ
ル
ー
プ
学
習
と

な
っ
て
い
る
。
先
進
諸
国
で
、

日
本
だ
け
が
20
年
以
上
も
遅
れ

て
い
る
と
言
え
る
。

授
業
研
究
の
歴
史
と
概
念

　

日
本
の
授
業
研
究
は
、

１
８
７
２
年
に
ア
メ
リ
カ
の
小

学
校
教
師
ス
コ
ッ
ト
を
招
聘
し

て
か
ら
始
ま
り
、
１
０
０
年
以

上
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。

　

当
初
の
授
業
は
、
Ｉ
・
Ｒ
・
Ｅ

で
教
師
が
発
問
し
、
生
徒
が
答

え
、
教
師
が
評
価
す
る
権
力
構

造
が
主
流
で
あ
っ
た
。
指
導
案

も
五
段
階
か
ら
三
段
階
に
な
っ

て
い
っ
た
。

　

そ
れ
が
、
大
き
く
変
わ
る
の

が
大
正
自
由
教
育
で
、
そ
れ
ま

で
の
教
え
込
み
授
業
が
批
判
さ

れ
、
新
し
い
授
業
研
究
が
生
ま

れ
た
。
新
教
育
運
動
の
授
業
研

究
は
、
授
業
技
術
か
ら
子
ど
も

の
学
び
が
中
心
に
な
る
学
習
研

究
へ
と
発
展
し
、
小
グ
ル
ー
プ

活
動
を
中
心
に
し
た
「
協
同
的

な
学
び
」
が
成
立
し
た
。

　

戦
後
は
、
社
会
科
を
中
心
と

し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
自
主
的

に
作
ら
れ
、
独
自
の
単
元
開
発

も
盛
ん
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

１
９
５
５
年
ご
ろ
か
ら
急
速
に

衰
退
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

授
業
研
究
の
分
流

　

授
業
研
究
は
、
１
９
６
０
年

代
よ
り
研
究
主
体
が
、
大
学
の

専
門
家
、
行
政
の
教
育
委
員
会
、

民
間
の
教
育
団
体
、
各
学
校
現

場
で
の
研
究
と
大
き
く
４
つ
に

分
か
れ
て
、
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

社
会
科
の
授
業
研
究
の
革
新
へ

　

授
業
は
、
社
会
科
と
し
て
の

質
の
高
い
学
び
を
追
究
す
る
こ

と
に
な
る
。
授
業
研
究
は
、
教

師
の
授
業
を
評
価
す
る
の
で
は

な
く
、
生
徒
の
学
び
の
事
実
か

ら
教
科
研
究
を
行
う
。

　

社
会
科
の
目
的
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
お
け
る
「
市
民
性

の
教
育
」
と
「
公
共
性
の
モ
ラ

ル
の
教
育
」
に
あ
る
。
人
々
と

協
力
・
問
題
解
決
を
図
っ
て
い

地
理
的
分
野
発
表
報
告

●
分
野
別
提
案

○
提
案
者

柴
田
邦
浩
教
諭

（
和
泉
市
立
石
尾
中
学
校
）

　

実
物
教
材
の
活
用
や
対
話

活
動
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、

「
協
同
的
な
学
び
」
を
生
か
し

た
授
業
を
構
成
す
る
こ
と
が
、

生
徒
の
主
体
的
な
取
組
み
を
促

す
。
ま
た
こ
の
こ
と
が
、
学
習

指
導
要
領
の
改
訂
の
要
点
と
も

合
致
す
る
最
も
適
切
な
方
法
で

あ
る
と
考
え
た
。

　
「
交
わ
る
・
つ
な
が
る
、
高

め
あ
う
」
と
い
う
研
究
テ
ー
マ

（
副
題
）の
も
と
、
学
び
合
い
を

生
か
し
た
授
業
の
中
で
、
生
徒

が
課
題
に
対
す
る
意
見
交
流
や

探
究
活
動
を
よ
り
一
層
深
め
る

た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

よ
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

研
究
を
深
め
た
。

　

と
く
に
教
材
開
発
や
学
習
指

導
案
の
改
善
に
取
り
組
み
、
検

討
を
重
ね
て
い
っ
た
。

●
公
開
授
業
Ⅰ

○
題
材
名

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
州　

Ｅ
Ｕ
に
く

ら
す
人
々
」

○
授
業
者

川
口
由
美
子
教
諭

（
大
阪
市
立
咲
く
や
こ
の
花
中
学
校
）

　
「
授
業
者
に
き
た
友
人
か
ら

の
手
紙（
架
空
の
手
紙
）」を
も

と
に
授
業
を
展
開
し
、
生
徒
に
、

Ｅ
Ｕ
統
合
に
よ
る「
ヒ
ト
・
モ

ノ
・
カ
ネ
」
の
移
動
の
自
由
に

つ
い
て
理
解
さ
せ
た
。

　

そ
の
後
、「
Ｅ
Ｕ
に
く
ら
す

人
々
が
も
っ
と
豊
か
に
く
ら
す

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
」
に
つ
い
て
班
で
話
し
合
わ

せ
、
今
ま
で
学
習
し
て
き
た
知

識
も
活
か
し
な
が
ら
、
地
域
統

合
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
さ

せ
た
。

●
公
開
授
業
Ⅱ

○
題
材
名

近
畿
地
方
の
よ
う
す
‐
歴
史
的

背
景
を
テ
ー
マ
に
‐
転
換
期
を

む
か
え
る
近
畿
地
方
の
工
業
〜

「
自
転
車
」を
例
に
〜

○
授
業
者

祐
野
俊
樹
教
諭

（
堺
市
立
八
田
荘
中
学
校
）

　

古
墳
時
代
か
ら
明
治
時
代
へ

　
　

各
分
野
報
告 

く
民
主
的
な
主
権
者
に
な
ら
な

い
と
い
け
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
授
業
は
、
社
会

科
と
し
て
の
真
正
の
学
び
と
協

同
的
な
学
び
を
求
め
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

お
わ
り
に

　

子
ど
も
は
、
学
び
が
保
障
さ

れ
る
仲
間
を
見
つ
け
る
と
、
学

び
あ
い
に
夢
中
に
取
り
組
む
。

大
切
な
の
は
聴
き
あ
う
関
係
で

あ
る
。（研

究
部
長　

李　

洪
俊
）
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の
流
れ
の
中
、
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
い
る
高
い
技
術
力
を

持
っ
て
生
き
残
り
を
図
っ
て
い

る
企
業
を
軸
に
、
近
畿
の
工
業

の
変
遷
に
つ
い
て
考
察
さ
せ
た
。

　

教
室
に
自
転
車
を
持
ち
込
み
、

日
本
の
部
品
メ
ー
カ
ー
が
高
い

技
術
力
で
外
国
の
安
価
な
部
品

に
対
抗
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

か
せ
、
将
来
の
近
畿
地
方
の
工

業
発
展
に
は
歴
史
に
裏
付
け
さ

れ
た
高
い
技
術
力
が
あ
る
こ
と

を
学
ば
せ
た
。

●
研
究
発
表

今
西
祥
幾
教
諭

（
岐
阜
市
立
東
長
良
中
学
校
）

自
主
性
を
育
て
、
思
考
と
認
識

を
深
め
る
社
会
科
指
導

〜
「
習
得
」
と「
活
用
」
を
意

図
し
た
指
導
計
画
と
指
導
方
法

の
工
夫
〜

　

平
成
二
十
七
年
度
の
全
国
大

会
に
向
け
て
実
践
研
究
の
報
告

が
あ
っ
た
。
生
徒
が
課
題
意
識

を
持
つ
た
め
に
は
、
単
元
の
構

造
化
や
認
識
を
深
め
る
発
問
、

資
料
を
活
用
す
る
こ
と
が
有
効

で
あ
る
こ
と
な
ど
、
具
体
的
な

授
業
実
践
を
も
と
に
し
た
提
案

が
な
さ
れ
た
。

●
指
導
助
言

木
下
百
合
子
氏

（
大
阪
教
育
大
学
名
誉
教
授
）

　

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
画
一
的

な
一
斉
授
業
で
は
な
く
、
次
の

三
点
か
ら
授
業
を
構
成
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
①
授
業
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
象（
読

む
、
書
く
、
話
す
、
聞
く
）で
あ

る
こ
と
」「
②
生
徒
が
疑
問
を

出
す
所
か
ら
授
業
が
始
ま
る
こ

と
」「
③
生
徒
ど
う
し
が
協
働
・

対
等
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
こ

と
」の
三
点
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
授
業
の
中
で
、
生
徒

が
主
体
と
な
り
、
課
題
に
対
し

て
意
見
の
違
い
を
見
つ
け
、
そ

の
違
い
を
認
め
合
い
、
互
い
に

聞
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
の
助
言
を
い
た
だ

い
た
。

●
講
師
講
評

濵
野
清
氏

（
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育

局
教
育
課
程
課
教
科
調
査
官
）

　
「
地
誌
学
習
に
期
待
さ
れ
る

指
導
と
評
価
の
在
り
方
」
と
題

す
る
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

中
教
審
答
申
の
中
で
、
特
に
世

界
の
地
理
や
歴
史
に
関
す
る
内

容
が
薄
い
と
い
う
課
題
点
が
示

さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

普
遍
的
要
素
と
し
て
地
誌
学
習

は
必
要
で
あ
る
な
ど
、
示
唆
に

富
ん
だ
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

歴
史
的
分
野
発
表
報
告

●
分
野
別
提
案

○
提
案
者

中
村
憲
司
教
諭

（
大
阪
市
立
茨
田
中
学
校
）

　
「
近
代
の
日
本
と
世
界
」
の

単
元
開
発
に
焦
点
化
す
る
と
と

も
に
歴
史
的
思
考
力
を
高
め
る

指
導
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究

を
進
め
て
き
た
。

　

歴
史
的
思
考
力
と
は「
①
資

料
を
も
と
に
歴
史
に
つ
い
て
多

面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る

力
」「
②
歴
史
の
知
識
を
活
用

し
て
現
代
の
社
会
的
課
題
に
つ

い
て
意
見
を
論
述
し
た
り
、
対

話
し
た
り
す
る
力
」と
と
ら
え
た
。

　
「
歴
史
的
思
考
力
」
を
高
め

る
た
め
に
は「
①
課
題
の
設
定
」

「
②
活
動
の
構
成
」「
③
教
材
の

選
択
・
配
列
・
構
造
化
」
の
三

つ
の
改
善
が
不
可
欠
で
あ
る
。

「
課
題
の
設
定
」
に
つ
い
て
は
、

教
科
の
本
質
に
迫
る
明
確
な
課

題
、「
活
動
の
構
成
」
で
は
、
協

同
的
な
学
び
を
生
か
し
た
指
導

と
評
価
、「
教
材
の
選
択
・
配

列
・
構
造
化
」
で
は
、
多
様
な

気
づ
き
を
促
す
魅
力
あ
る
資
料

の
開
発
が
求
め
ら
れ
る
。

●
公
開
授
業
Ⅰ

○
題
材
名

「『
世
界
の
工
場
』
の
光
と
か

げ
ー
産
業
革
命
と
資
本
主
義
の

確
立
ー
」

○
授
業
者

板
橋
彰
教
諭

（
富
田
林
市
立
第
三
中
学
校
）

　

前
時
に「
産
業
革
命
に
お
け

る
光
の
部
分
」、
本
時
に「
影
の

部
分
」
に
視
点
を
当
て
、
産
業

革
命
の
本
質
に
迫
ら
せ
よ
う
と

し
た
。

　

本
時
は
、「
児
童
労
働
の
問

題
点
を
共
有
す
る（
課
題
１
）」、

さ
ら
に
、「
産
業
革
命
に
よ
っ

て
人
々
は
本
当
に
豊
か
に
な
っ

た
の
か（
課
題
２
）」に
つ
い
て

様
々
な
資
料
を
読
み
解
き
な
が

ら
、
お
た
が
い
に
考
え
を
深
め

合
わ
せ
た
。

●
公
開
授
業
Ⅱ

○
題
材
名

「
不
平
士
族
と
西
南
戦
争
」

○
授
業
者

飯
島
知
明
教
諭

（
大
阪
教
育
大
学
附
属
池
田
中
学
校
）

　
「
西
南
戦
争
の
原
因
は
何
か

（
課
題
１
）」
続
い
て「
西
南
戦

争
の
歴
史
的
意
義
と
は
何
か

（
課
題
２
）」
に
つ
い
て
考
察
さ

せ
、
明
治
初
期
の
対
外
政
策
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
さ
せ
た
。

「
不
平
士
族
が
明
治
政
府
に
本

当
に
勝
利
で
き
る
と
考
え
て
い

た
の
か
」
に
つ
い
て
様
々
な
資

料
に
基
づ
い
て
考
察
さ
せ
た
。

班
ご
と
に
話
し
合
い
を
重
ね
な

が
ら
、
自
分
の
見
解
を
再
吟
味

さ
せ
た
。

●
研
究
発
表

久
保
田
重
幸
教
諭

（
彦
根
市
立
稲
枝
中
学
校
）

社
会
を
創
る
力
を
育
て
る
社
会

科
学
習
―
「
わ
か
る
」・「
つ
な

が
る
」・「
つ
く
る
」
―

　
「
社
会
を
創
る
力
」を「
歴
史

的
事
象
を
多
面
的
・
多
角
的
に

考
察
し
、
平
和
的
・
民
主
的
な

未
来
社
会
を
創
造
す
る
力
」
と

と
ら
え
た
。
そ
の
よ
う
な
力
を

育
成
す
る
た
め
に「
わ
か
る
」

「
つ
な
が
る
」「
つ
く
る
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
授
業
研
究
を
進
め
て

い
る
。
発
表
で
は
、「
中
世
の

日
本
」
の
単
元
で
、
ジ
グ
ソ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
指

導
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

全国中学校社会科教育研究会の先生が編集し，
新学社が発行している社会科の資料集です。

▲歴史の授業が楽しくなる！ ▲社会を見る目が変わる！
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